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は じ め に
K:aeuper氏 のC肋 σ〃ゼ6四〇16η06α〃4Rθ 」@o%s%107伽'∫oη は 、 西 欧 の騎 士 が 、 十 字 軍 の よ う
に キ リス ト教 を守 る た め の異 教 や 異 端 との戦 い(聖 戦 と呼 ぶ こ とにす る)に 限定 され ない よ う
な 、暴 力 行 使 を正 統 化 す る論 理 と して 、 キ リス トの受 難 と 自 らの姿 を ア ナ ロジ カル に と らえて
い た こ とを 明 らか に し、 それ は、 聖 職 者 か ら独 立 した 、騎 士 た ち の 自前 の論 理 で あ り、 プ ロテ
ス タ ンテ ィ ズ ム の源 流 に な った と説 い て い る。
同 じよ うな 問題 を 日本 の歴 史 にお い て 指 摘 で き る だ ろ うか?
仏 教 受 容 を巡 る武 力 闘争 と聖 徳 太 子
まず、6世 紀の仏教伝来ののち、仏教を信奉する蘇我氏が朝廷の実権を握るに至る際に、蘇








に、寺塔 を起立てて、三宝を流通へむ」 と誓い、改めて攻めたところ、幸運にも勝利 を得
(『崇峻天皇 即位前紀』)、四天王寺が建てられるに至った。
四天王 ・諸天王(三 十三天)・ 大神王(大 神竜王)は いずれも、『金光明経』など護国経典
に登場す る、仏教を護持する存在であり、仏教を護持するような権力 ・国家を仏教も正統化す
るとい う、聖戦の論理がそこには存在する。他方、聖徳太子は僧侶ではなく、俗人権力者であ
るが、『三経義疏』を著 し、とりわけ参照 した 『法華経』註釈書を批判 し、経文を自由に解釈
して自己の見解を記す とい う、 リベラルな宗教的態度を示 している(中 村編[1983])こ とは、







怨 霊 ・御 霊 信 仰 と非暴 力化
飛鳥 ・奈良時代においては、権力闘争の敗者が死に追いや られることは当然であったが、仏
教はもともと殺生を禁 じており、仏教信仰を共にす る者たち同士のこのような殺 し合いは、聖
戦論によって正統化しえず、批判対象になるはずである。そのような批判は、古代 日本におい
ては、怨霊 ・御霊信仰 とい う形で整えられていった。
私見では、怨霊信仰の源流は、遊部の系統の葬送 ・鎮魂儀礼に従事していた土師氏 とかかわ






とともに怨霊 を増やす ことになり、貞観(859～876)の ころか ら自然災害や疫病を引き起こす
御霊が登場する。その代表が土師氏の流れをくむ菅原道真である。
怨霊 ・御霊信仰は、権力闘争の敗者の祟 りを恐れる心理を植え付け、非暴力化を推 し進めた
と言えよう。
末法 思 想 と浄土 教
院政期になると、寺社は自ら武装 した僧兵によってしばしば朝廷に強訴 し、院に仕えて彼 ら
に対抗 した武士も台頭 してくるというように、権力闘争が再び暴力化 していった。伝統的な顕
密仏教が僧兵保持を正統化する論理は、仏教護持の役割を世俗の外護者に委ね切れず、自ら果
たさなければならないというものであり、聖戦論の範疇に入る。それに入 らないような、俗人




その役割を果たしたものが、浄土教である。今 日の 日本では、 日常語として死を成仏、死者を
ホ トケと呼ぶが、それは、死霊は供養によって鎮ま り、浄土に往生 して仏になることができる
とい う信仰が、怨霊の祟りへの恐怖心を克服 した後に定着した観念である。
浄土教が殺生を犯した者の救済を打ち出す教理上の根拠は、以下のようなものである。浄土
三部経のなかで、『無量寿経』は、五逆(殺 母 ・殺父 ・殺阿羅漢 ・出仏身血 ・破和合僧)と 誹
謗正法 とを救いの対象からのぞ くのに対 して、『観無量寿経』は五逆十悪(殺 生 ・偸盗 ・邪淫 ・
妄語 ・綺語 ・悪口 ・両舌 ・貪欲 ・瞋恚 ・愚痴)を 犯 した者も仏名を称すれば結局は往生できる
と説 くとい う矛盾に対 して、中国浄土教の大成者善導は、前者は罪を犯すことを予防する抑止
ひと
門、後者は既に罪を犯 した者 を救 う摂取門と解釈 した。法然は 「偏へに善導一師 に依 る」
(『選択本願念仏集』)、 親鸞も 「善導独 り仏の正意を明らかにせ り」(『 正信念仏偈』)と い
うほど、善導の影響を強く受けたのである。
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浄土教が広まった背景には、末法思想がある。教えと修行と悟 りを開く人(教 ・行 ・証)の
三者がそろった正法の世、教 ・行はあるが証がない像法の世を経て、教のみが残るが行も証も
失われ、人がいかに修行 して悟 りを得ようとしても不可能な末法の世が1052(永 承7)年 に
はじまるとする説が平安時代以降流布 し、末法の世 を救 う教えとして、自力の修行を否定して
他力の信を強調する浄土教が急速に普及 した。
「まことには、末代悪世、武士が世になりはてて末法にもいりにたれば」と慈円が 『愚管抄』
7で 記 したように、僧兵や武士の台頭に象徴 されるような、暴力の蔓延を伴 う中世社会への移
行は、末法思想の正 しさを証すものと解釈 されていたのである。
藤 原 道 長 と浄 土 ・法 華 信 仰
西欧における正統宗教カ トリックに相当する、日本における正統宗教は、南都六宗 と天台 ・
真言二宗であり、顕密仏教と総称されている。末法思想は、それ らに対 して、教えだけが形骸






道長はまた、「長保四年(一 〇〇二)よ り、自邸に南都 ・天台の学僧 を集め法華三十講を行っ
ている。法華経二八品と開結二経を論義す る法華三十講は、十世紀末には天台宗寺院での勤修
が確認できるが、南都 ・天台の僧侶を論義 させるという形式は道長が創始 したといえる」(上
島[2001a]p.39-40)。 彼は法華経に関する僧侶の諸解釈 を参考にしなが らも、そのどれかに絶
対的に依拠することなく、自らの信仰を深めているわけであり、『法華義疏』を著した聖徳太
子のリベラルな姿勢が道長にも受け継がれていると言えよう。












生業 としてはなはだ功徳があるとい う思想である。第二に、人々は往生の安心を得るべ く、四
天王寺に参詣 した。そ して、金堂の舎利の瑞相をみた り、聖徳太子の絵像をおさめる聖霊院に
祈念 して太子の霊夢を得た りすると、往生の安心を得た。第三は、西 日のさす難波の海に、 し
たがって極楽の東門に入水すれば必ず往生が とげられるとい う思想であった。」(井 上[1956]
P.268)
このような民間浄土教には、破戒 ・造悪の者であっても専修念仏によって救われるという思






のを殺す』 とは、っま り殺すことを生業 とす ること、『酒を売る』 とは、酒 を造って売 ること
で、このような悪人も、ただ十遍の念仏によって、たやすくとびこえて行 くことができる。 こ
うい うことは、なかなか信 じがたいことではないか」(『教行信証』信巻 現代語訳は、石 田
編[1983]p.268)と 述べている。このように、親鸞のい う悪人とは、単に悪をなした人とい う

















すら排除している(騎 士 ・武士の全てが貴族 とは言えないだろうが、たとえば日本では、源平
とい う武家の棟梁は天皇の血をひく貴種でなければならなかった)。
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ユー ラ シア 大 陸 を見 る と、梅棹[1966]が モ デ ル 化 した よ うに、 そ の 中央 部 は 、皇 帝専 制 体 制 ・
兄弟 均 分 相 続 的 大 家 族 に よっ て 特 色 づ け られ る 、1中 国 ・IIイ ン ド ・IIIロシ ア ・IVイ ス ラ ム の
四大 文 明 か らな る第 二地 域 で あ り、それ に対 して 東 西端 の第 一 地域 た る 日本 と西 欧 は 、封 建 制 ・
分 権 的 政 治 経 済 体 制 ・小 家 族(核 家 族 や 隠 居 制 つ き 直 系 家 族)に よ っ て 特 色 づ け られ る
(Mitterauer[1990]は 、 一 子 相 続 を 伴 う隠 居 制 を 西 洋 と くに 中 欧 の 特 色 と して い るが 、 日本 の
イ エ も そ うで あ る こ とは言 うま で も ない)。
(出所:梅 棹[1966]p.181)
封建制のもとでは、王に対抗 したり、対等なもの同士が争い合 うという形で武力行使が 日常
化するので、そのような体制の正統化は暴力の宗教的正統化を伴 うことになり、とりわけ、世
俗的職能 としての暴力を自前で正統化するような論理が要請 され ることになろう。西欧の騎士
道やプロテスタンティズムも、日本の浄土教や芸道思想 も、それに答えるものであったと言え
よう。
息 子 の宗 教 と して の キ リス ト教 と仏 教
プロテスタンティズムと浄土教、 とりわけ親鸞の思想には、著 しい類似が見 られることは、
戦国時代のカ トリック宣教師が浄土真宗をルター派になぞらえて以来、 しばしば指摘されてき
た(真 宗海外史料研究会編[1998])。 しか しこの西欧と日本の宗教史における類似は、単に正
統宗教た るカ トリックや顕密仏教への反逆とい うレベルにとどまるものではない。梅棹[1966]
によれば、キリス ト教がパ レスチナ、仏教がイン ドといずれも第二地域で生まれながら、その
故郷ではイスラム教や ヒンズー教に追いや られ、西欧や 日本では普遍主義的なカ トリック ・大
乗仏教として、東欧や東南アジアでは国家単位で組織 される正教 ・上座部仏教として定着 した







にも投影 される。このような観点からキリス ト教と仏教を見るならば、それ らはいずれ も、父
の権威を相対化する息子の宗教という特色を持つ点が、クローズアップされよう。
また、1中国においては大乗仏教がある程度受け入れ られ、IIIロシアにおいては正教が定着
したが、後にいずれも、権威主義的だが近代化(民 主化 と産業化)へ の志向も強い、マルクス
主義的社会主義による体制を樹立し、一時は欧米 日といった第一地域的先進国と拮抗する陣営




:Freud[1925]に よれば、キリス トの受難は、父=神 を殺 した罪を同罪報復によって贖い、人
類を父=神 殺しの罪悪感から解放するものであ り、R6heim[1950]に よれば、ギ リシャ神話の









制 ・民主制を正統化す る思想へ と進化 していった と言 えよう。17世 紀イングラン ド議会は、
教会をキリス トの身体とする聖パウロの教えとアナロジカルに自らを王国の政治的身体 とし、
生身の身体たる王の廃立を正統化 した(Kantorowicz[1957])カ ミ、それと、近世 日本の大名家に
おける主君 「押込」慣行(笠 谷[1988])と には、国家ないし藩の永続性を根拠に王や大名を
議会や家臣団が廃立 しえるとい う、共通 した論理が見出せる。
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